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小川町障害者計画・障害福祉計画策定委員会条例制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正

予算（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）
可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正

予算（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度一般会計歳入歳出決算の認定 認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入

歳出決算の認定
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定
認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入

歳出決算の認定
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度農業集落排水事業特別会計（事業勘定）

歳入歳出決算の認定
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度水道事業会計剰余金の処分及び決算の認

定
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

柳町橋耐震補強工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議　案　名

審議した議案と議員の賛否をお知らせします
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議　員　名
平
成
28
年
度
補
正
予
算
に
関
す
る
質
疑

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

Ｑ
い
よ
い
よ
10
月
か
ら
定
期
接
種

と
な
る
が
、
町
は
４
月
〜
９
月
の
間

に
先
行
し
て
接
種
し
た
方
へ
も
費
用

を
払
い
戻
す
と
の
こ
と
。
対
象
者
へ

の
案
内
や
手
続
き
等
は
。

Ａ
約
20
名
を
想
定
し
、
広
報
等
で

周
知
を
図
り
ま
す
。ま
た
、手
続
き
と

し
て
は
、
領
収
書
と
接
種
済
証
の
提

出
を
い
た
だ
き
、払
い
戻
し
を
し
ま
す
。

お
見
合
い
大
作
戦

Ｑ
昨
年
度
、
商
工
会
青
年
部
に
主

催
い
た
だ
い
た
が
、
今
後
の
実
施
や

展
開
等
は
。

Ａ
当
初
は
、
に
ぎ
わ
い
創
出
課
で

の
実
施
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
度
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
が
大
変
好
評

で
あ
っ
た
た
め
、
今
年
度
も
商
工
会

青
年
部
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
目
的
で
あ
る
﹁
定
住
促
進
﹂
や

﹁
人
口
増
﹂
等
の
検
証
を
行
な
い
な

が
ら
、
実
施
・
展
開
等
の
判
断
を
し

て
い
き
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
３

廃
棄
物
の
処
理

Ｑ
東
中
・
西
中
・
和
紙
体
験
学
習

セ
ン
タ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
保
管
さ
れ
て

い
た
も
の
と
、
不
法
投
棄
さ
れ
て
い

た
も
の
を
あ
わ
せ
て
処
理
す
る
と
の

こ
と
で
、
約
１
３

０
０
万
円
の
費
用

が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
率
直
に
高
す

ぎ
る
と
思
う
が
。

ま
た
、
処
理
に
係

る
登
録
を
受
け
た

民
間
業
者
の
参
入

等
を
背
景
に
安
価

な
対
応
が
か
な
う

は
ず
だ
が
。

Ａ
処
理
に
つ
い
て
は
、
地
域
ご
と

に
処
分
す
る
事
業
所
が
決
ま
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
指

摘
も
踏
ま
え
て
、
い
ろ
い
ろ
と
研
究

し
、
適
正
価
格
・
安
価
で
の
処
理
に

努
め
ま
す
。

条
例
そ
の
他
に
関
す
る
質
疑

障
害
者
計
画
・
障
害
福

祉
計
画
の
見
直
し

Ｑ
見
直
し
の
背
景
は
。

Ａ
都
度
、
時
代
に
合
っ
た
障
害
者

福
祉
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
平
成
25
年
に
﹁
障
害
者
総
合

支
援
法
﹂
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
障
害
者
の
定
義
等
も
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
平
成
28
年
４
月
に
は
、

障
害
者
差
別
解
消
法
も
施
行
さ
れ
た

た
め
、
計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考

え
た
か
ら
で
す
。

Ｑ
策
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ
10
月
以
降
に
公
募
委
員
の
募
集

を
行
な
い
、
策
定
委
員
会
を
開
催
し

ま
す
。
そ
の
後
、
12
月
ま
で
に
住
民

を
対
象
︵
２
４
０
０
人
規
模
︶
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
な
い
ま
す
。
今

年
度
は
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
ま

と
め
を
行
な
う
予
定
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
新
た
な
計
画
は
平
成
30
年
度
を
ス

タ
ー
ト
年
度
と
し
て
い
る
の
で
、
来

年
度
中
の
策
定
に
努
め
ま
す
。

柳
町
橋
耐
震
補
強
工
事

Ｑ
一
般
競
争
入
札
と
は
い
え
、
工
事

規
模
に
よ
り
経
営
状
況
・
技
術
力
等

の
条
件
を
満
た
す
町
内
業
者
は
限
ら

れ
る
。
町
内
業
者
育
成
の
観
点
か
ら
、

工
事
の
分
離
等
の
配
慮
は
あ
っ
た
の
か
。

Ａ
今
回
の
工
事
は
新
工
法
を
用
い

て
お
り
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
業

者
で
な
い
と
対
応
で
き
な
い
と
い
う

判
断
に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
、
工
事

内
容
か
ら
分
離
し
て
の
発
注
は
難
し

く
、
町
内
業
者
が
入
札
し
づ
ら
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　政務活動費を公開中
議員の調査研究活動のため、議員報酬とは別に、自治体が公費で負担する経費です。

額や使途・支給方法等は、各自治体が条例で定めることになっています。

兵庫県議会議員の不正受給をきっかけに、最近では富山県及び富山市議会議

員の不適切な使用が明らかになりました。略して、「政活費＝生活費？」と

揶
や ゆ

揄されないように、当町議会では、「小川町議会政務活

動費の交付に関する条例」に基づき、適切な交付・使用

が図られています。

・１人当たり月額5000円（年額６万円）

・領収証の添付を義務づけ

収支報告書をホームページで公開しています。 根岸成美根岸成美議長議長

解説 ＰＣＢ３
Poly Chlorinated Biphenyl(ポリ塩化ビフェニル)の略称。
耐熱性、電気絶縁性、耐薬品性に優れているため、加熱や冷却用
熱媒体、コンデンサなどに広く使われていた。毒性が確認された
後、平成13年に処理に関する特別措置法が施行され、　廃棄処理
が始まった。

東中の保管場所です。表示のとおり、その
保管は適正・厳重に行なわれていました。

※（○は賛成、×は反対、欠は欠席）議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

政務活動費に係る収支
報告書は、議長に提出
することになっていま
す。責任を持って厳し
くチェックしています！


